
8 - 15
15 - 8
21 - 17

Ｃ 20 - 6
A コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 0 0 4 7 6 8 4 2 8 10 3 4 2 0
9 * 1 4 3 3 0 0 0 1 4 5 0 2 2 1
13 * 0 0 4 8 0 0 2 0 3 3 0 1 1 0
18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
30 * 1 5 6 13 1 2 2 3 5 8 3 3 0 0
31 0 0 0 0 2 0 0 0 1 2 3 0 0 1 0
33 0 0 0 2 5 1 2 3 2 5 7 0 0 0 0
35 * 0 2 4 10 4 6 0 4 5 9 2 2 2 0
45 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 11 23 48 12 18 12 13 34 47 10 12 8 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 1 3 0 0 4 5 2 7 0 2 1 0
10 * 3 8 6 14 0 1 0 3 7 10 2 1 1 1
13 * 1 4 2 7 0 0 3 0 4 4 2 0 1 1
14 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
15 * 1 2 2 5 1 2 2 1 2 3 4 2 1 0
24 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1 2 2 0 0 0
29 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1 1 0 0
50 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
74 * 1 10 2 6 1 2 3 1 0 1 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 2
6 24 13 39 2 5 17 12 17 29 12 8 5 2

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

大阪学院大学

Ｆ
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№

コ ー ト 勝ち点5 勝ち点3試合ＮＯ 129

64 46

敗チーム

関西学院大学

男子

戦評
【総括】
2017年度関西学生バスケットボール1部リーグ戦6日目、大阪体育大学会場Aコートの試合は、今季順当に勝ち星を
重ね現在2位の大阪学院大学と現在4位ながらも安定して勝利を収められていない関西学院大学の対戦となった。
前半は両者アップテンポのゲームを繰り広げながらも厳しいディフェンスで得点を許さず、ロースコアゲームとなっ
た。お互いに一歩も引かない展開となり、どちらに軍配があがるのか分からない前半とは裏腹に、後半は徐々に大
院大が流れを掴んでいく。後半には復調した大院大が前半では考えられない19点差をつけ64-46で関学大に圧勝
し、大院大はリーグ戦初優勝に向け勝ち星を重ねた。
【第1ピリオド】
序盤からお互いにハイペースなゲーム展開を繰り広げる。ハイペースな展開とは裏腹に、得点は開始5分間両者わ
ずかに4点に止まり、ロースコアゲームが予想された。初めに流れを掴んだのは関学大。#13古家のスティールから
の速攻、#10松原のドライブで連続で得点を重ね大院大からリードを奪った。対する大院大は#8吉井、#30木下を中
心にオフェンスを組み立てるも、シュートがリングに嫌われこのピリオドはわずか8点に抑えられてしまった。ピリオド終
盤には関学大#74中野が3Pシュートを沈め点差を7に広げ、15-8の関学大のリードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
お互いにアウトサイドシュートが決まらない中、圧巻のプレーを見せたのは大院大#30木下。ピリオド開始早々、巧み
なドリブルワークからレイアップを決め、続いて鮮やかに空中でディフェンスを躱すダブルクラッチで会場を沸かせ
た。#30木下のプレーから大院大はいつもの調子を取り戻したかのように思われた。ディフェンスでは途中出場の
#33岡本、#45藤井が奮闘しチームを牽引した。大院大のディフェンスに圧されたのか、関学大#10松原がリバウンド
でチームに貢献するもなかなか得点につながらず、このピリオドをわずか8点に抑えられてしまった。対する大院大
は#30木下、#35吉川を中心に得点を重ね、同点に追いつき、23-23で第2ピリオド終了。同点で試合を折り返した。
【第3ピリオド】
両チーム調子が上がらないまま後半を迎え、どちらに試合が転ぶか分からない緊迫した展開が続いた。関学大は
#10松原のリバウンドシュート、#74中野の3Pシュートで得点を重ねるが、大院大の#9雲井、#30木下のドライブを止め
られずリードを奪うことができない。一方大院大は、#35吉川が技ありのタップシュートで関学大のファールを誘い、流
れを大院大に引き寄せた。このまま点差を広げたい大院大は、#30木下が独特のリズムから関学大のファウルを誘い
バスケットカウントを取ると、続いて#8吉井が速攻から豪快なダンクシュートを決め点差を7点に広げた。すかさずタイ
ムアウトを取った関学大は#10松原、#15足立が立て続けに3Pシュートを沈め点差を1点に戻した。しかし関学大は
リードを奪うことはできず、44-40の大院大が4点リードで第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
関学大のミスが目立つ展開となった。試合を畳みかけるように大院大は#8吉井がインサイドプレーで関学大のファウ
ルを誘うと、アウトサイドでは#30木下がシュートからアシストまで巧みにこなし、この試合最大得点差となる13点差を
つけた。対する関学大はタイムアウトを取り状況の打開を試みた。#10松原が攻守でチームを牽引するも、点差を縮
めることはできなかった。関学大は逆転を試み、#74中野が3Pシュートを打ち続けるも調子が上がらないまま試合も
終盤を迎えた。一方大院大は後半多くの選手が調子を取り戻し、点差を18点にまで広げ、64-46で大院大が勝利し
た。

主審

関西学生バスケットボール連盟

角田 啓輔（関西学連）戦評細見　竜太 副審 北村　仁

記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.09.13
大阪学院大学開始時間 18:30

会　　場 大阪体育大学

雲井 峻平 9 31

吉岡 信友 0 4

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

吉井 裕鷹 14 34

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

0 - -

0 3

山中 将輝 8 22

0 -

0 -
-

藤井 成悟 0 6

木下 誠 16 40
福田 惟吹

-

0 - -

岡本 遼 5 20
吉川 拓己 12 40

-
0 - -

合　　　計 64

0 -

200
RATE 18.2% 47.9% 66.7%

関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 行広　伸太郎

37

松本 峻典 2 27

ST MINTO AS

小西 恭平 0

高山 寛史 0
古家 凜 7

REBOUND３Ｐ
BS

松原 寿樹 21 39

6
八角 亮 0 11

5
足立 祐太 8

0

32

- -

坂本 拓馬 0 8
中野 司 8 35

-
-

0 - -
0 -

RATE 25.0%

-

-

33.3% 40.0%
200

0

Team / Coach: 綾部　有 -
合　　　計 46

0 -
0 - -


